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2020年6月15日 

各    位  

会 社 名  昭和ホールディングス株式会社 

代表者名  代表取締役社長兼最高経営責任者 

此下 竜矢 

（コード番号 5103 東証第二部） 

問合せ先  代表取締役兼最高執行責任者兼 

最高財務責任者    庄司 友彦 

（TEL．04－7131－0181） 

 

 

貸倒引当金の繰入（販売費及び一般管理費）及び、 

営業外収益、営業外費用の発生に関するお知らせ 

 

 
 当社は、2020年３月期（2019年4月1日～2020年3月31日）の決算を締め切る過程において、これまで公表させ

ていただいた内容に加え、下記の販売費及び一般管理費、営業外収益、営業外費用が発生することになりまし

たので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 販売費及び一般管理費（貸倒引当金繰入額 289百万円）の発生及びその内容（連結） 

当連結会計年度において、Digital Finance事業を行う海外の連結子会社の営業貸付金について、新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響を考慮し、予想信用損失モデルに基づき貸倒引当金繰入額289百万円を販

売費及び一般管理費に計上することといたしました。 

 

２． 営業外収益（持分法による投資利益 293百万円）の発生及びその内容（連結） 

当連結会計年度において、主にDigital Finance事業を行う海外の持分法適用関連会社の業績が堅調に推

移したことに加え、一部は同事業を行う海外の連結子会社がIFAS第9号の会計基準を採用したことに伴う

調整額（84百万円）が生じたことにより持分法による投資利益293百万円を計上することとなりました。 

 

３． 営業外費用（為替差損 190百万円）の発生及びその内容（連結） 

当連結会計年度において、主に為替相場の変動に伴う当社グループの保有する外貨建債権債務の簿価と、

期末為替レートによる評価額との差により為替差損 190百万円を計上することとなりました。 

 

４． 今後の見通し 

上記、貸倒引当金の繰入、営業外収益、営業外費用につきましては、2020 年 6 月 15 日付の「2020 年

３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」に反映させております。 

 

以上 


